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第１図　荒小路遺跡出土動物形土製品（１）

スケールで表現しており、白色に近づくほど密度が

高く、反対に黒色に近づくほど密度が低い。Ⅹ線Ｃ

Ｔ装置では、Ⅹ線管からⅩ線が放射される間に、ター

ンテーブル上に設置された資料が360度回転し、検

出器により検出されたⅩ線の透過度によって内部の

密度構造が計算され、断層像が得られる。得られた

断層像をコンピュータで再構成することにより、３

次元コンピュータグラフィック（３ＤＣＧ）が得られ

る。この３ＤＣＧを用いて、任意の方向から内部構

造を観察・分析することが可能となる。

本研究では、福島県郡山市荒小路遺跡（福島県教

育員会1985）出土の動物形土製品５点と、磐梯町角

間遺跡（福島県教育委員会1990）出土の動物形土製

品１点を分析対象としてⅩ線ＣＴ測定を実施した

（第１～５図、表１～２）。各資料について surface  

rendering で６面の投影像を作成し、肉眼観察の

所見も加味して表面的な諸痕跡を把握した。次

に、surface rendering の透過表示および volume 

rendering によりモノクロの透過図を正面、側面、

上面などから図化し、記録を残した。併せて、実資
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料の詳細な観察を通して、内部構造との対応関係を

把握した。そして、surface rendering section に

よる疑似カラー断面図を作成した。さらに、再確認

と客観的理解のために、正面や側面から深度を移動

した動画を記録した。なお、本論では紙数の関係で

注目すべき資料の画像のみを提示する。同様の分析

は、宮城県沼津貝塚と青森県十腰内遺跡出土の動

物形土製品計９点を対象に既に実施されている（鹿

又・鹿納・イワノワ前掲）。

３　動物形土製品の分析結果

（１）荒小路遺跡1559（長さ47.9㎜、幅29.5㎜、

高さ 29.9 ㎜）イノシシ（第１図）

断面は三角形を呈し、背中の逆毛を強調し、足を

簡略化した特徴的な形状である。顔面には目の刺突

と思われる穴はあるが、その他の部位は不明瞭であ

る（第１図 a ～ f）。左右の外面と腹面には線刻によ

る弧線や直線の文様が描かれている。イノシシであ

れば、写実性に乏しい造形である。ＣＴによる測定

第２図　荒小路遺跡出土動物形土製品（２）
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第３図　荒小路遺跡出土動物形土製品（３）

の結果、粘土を捏ねた際に生じたと思われる連続的

な空隙が体内に多く認められる（第１図 g・h）。胎

土に混和される砂粒は細かい（第１図 i）。また、体

部の中央には密度のやや大きな不正形物があり、幅

４㎜の穿孔は尻から深さ25㎜のその物体に当たっ

て停止している（第１図ｌ）。それよりも先にはより

細い幅1.5㎜の穴が続いており、２種の棒状工具で

穿孔していることが分かる（第１図 k）。目の刺突は

幅1.5㎜、深さ６㎜程である。右目は３回の刺突痕

から成る。

（２）荒小路遺跡 1558（長さ 54 ㎜、幅 26.5 ㎜、

高さ 31.6 ㎜）イノシシ（第２図）

頭から尻にかけての貫通孔がある土製品である

（第２図a～f）。この貫通孔は全て同じ幅ではなく、

尻から深さ23㎜付近で細くなっている（第２図 k・ 

j）。頭側からその穴の下に穿孔がなされており、そ

れによって、深さ６㎜程のところで、元々の幅広の

穴が狭くなっている（第２図ｈ・l）。胎土には細か

な砂粒が含まれ（第２図 i）、粘土内の空隙は少ない

（第２図 g・h）。

（３）荒小路遺跡1557（長さ44.1㎜、幅16.3㎜、

高さ 15.8 ㎜）イノシシ幼獣（第３図）

イノシシ幼獣とされ、両側面に弧線文、背中に沈

線による逆毛の表現がある（第３図 a ～ f）。足は剥

落しているが、一部の粘土が足穴の中に残ってい

る。目と口、尻に穴があるが、目の部分は粘土粒を

貼り付け盛り上げてあり、その周りに線刻で円を描

いている。刺突では口からのものが最も深く、深さ
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第４図　荒小路遺跡出土動物形土製品（４）

第５図　荒小路遺跡出土動物形土製品（５）
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第６図　角間遺跡出土動物形土製品

10㎜に達する（第３図ｇ・n・o）。尻からの穴は２

回の刺突によるものである。また、右顎には6.5×

５㎜程の薄くて平らな物体が入っていたと思われ、

その隙間は外部と繋がっている（第３図 k・l・p）。

胎土には細かな砂粒が含まれ（第３図 i・j）、粘土

内の空隙は長軸に沿って細長く平行する傾向にある

（第３図 g・h）。

（４）荒小路遺跡1560（長さ30.8㎜、幅19.3㎜、

高さ 29.3 ㎜）イノシシ（第４図）

イノシシの下半身であり、逆毛は不明瞭で、尾は

明確に飛び出している（第４図 a ～ f）。粘土内には

細かな筋状の隙間が多く、捏ねた際に生じたものと

思われる（第４図ｇ）。足と体部の接合痕は明瞭であ

り、尾部と体部は一緒の粘土から作られている（第

４図 i）。上記の粘土内の隙間の筋は尾に向かって

伸びている。

（５）荒小路遺跡1556（長さ36.5㎜、幅19.8㎜、

高さ 19.9 ㎜）イヌ頭部（第５図）

0                           　　    　50mm 

a b

(登録番号 108-11）

c d

e

f

g h

i
j

k l

（S=100%）

m

n

o

p

a ～ f: ３D surface rendering, g ～ h: CT surface rendering 透過表示 

i ～ j: CT volume rendering, k ～ p: CT surface rendering section



- 7 -

イヌの頭部であり、目、鼻、口が刺突で表現され

ている（第５図 a ～ f）。耳は粘土を貼り付けて表現

されており、耳から後頭部にかけて別の粘土を付け

て作りだしているため、粘土間の隙間が認められる

（第５図 j・k）。首よりも下が欠損しているものの、

口からの穴が、それ以前に尻から穿たれた体部の穴

と繋がっていることが分かる（第５図 l）。胎土には

細かな砂粒が多く、粘土内の隙間も目立つ（第５図

g・h・j）。

（６）角間遺跡108-11（長さ53.4㎜、幅18.2㎜、

高さ 20 ㎜）イヌ , クマ , イタチ ?（第６図）

四足と尻部が欠損しているが、顔や体の表現が認

められ、表面調整が丁寧な土製品である（第６図 a

～ f）。イヌかクマ、あるいはイタチなどの可能性

があるが、イノシシではないことは確かである。

小型品であるものの、尻から幅１㎜程の穴が深さ

22㎜に達する（第６図 m・n）。口からの穴は外面か

らは明らかではないが、ＣＴ像によれば深さ９㎜に

達し、比較的深い（第６図p）。鼻や目の穴も深さ５㎜

程であり、決して浅くはない。口と鼻、尻の穴は幅

１㎜と同じであり、同じ道具が使われていると考え

られる。目を表現している窪みを見ると、筒状の道

具を使ったことが分かる（第６図 k）。胎土には細か

な砂が多く含まれている（第６図 i・j）。粘土内に

は隙間が多い（第６図 g・h）。

表１　福島県内動物形土製品の外的属性（１＝有、０＝無）

報告番号 遺跡 動物種 体長
（㎜）

体高
（㎜）

幅
（㎜）

目 耳 鼻 口 背中突起 尻穴 腰穴 尾 尻突起

1556 荒小路 イヌ 36.5 19.8 19.9 1 1 1 1 - ? - - -

1557 荒小路 イノシシ幼獣 44.1 16.3 15.8 1 0 1 1 線刻 1 0 1 0

1558 荒小路 イノシシ 54 26.5 31.6 - - - ? 1 1 0 - -

1559 荒小路 イノシシ 47.9 29.5 29.9 1 0 ? 0 1 1 0 1 0

1560 荒小路 イノシシ 30.8 19.3 29.3 - - - - 1 0 0 1 0

第 108 図 11 角間 イヌ、クマ、イタチ 53.4 18.2 20 1 1 1 1 0 1 0 0 0

表２　福島県内動物形土製品の内的属性（１＝有、０＝無）

報告番号 表皮と内部の区別 頭部粘土 四肢粘土 コア 刺突 刺突を埋める

1556 0 - 1 0 0 0

1557 0 0 1 0 1 0

1558 0 0 1 0 1 0

1559 0 0 0 ? 1 0

1560 - - - 0 ? 0

第 108 図 11 0 0 1 0 1 0

４　まとめ

本研究の対象資料の特徴は、動物の目、耳、鼻、

口の表現される割合が高いこと、尻穴の施される割

合が高いことである（表１）。粘土の整形法では、頭

と体、尾、表皮を区別することは無く、基本的に四

足のみが別粘土を貼り付けて、成形されている（表

２）。沼津貝塚や十腰内遺跡で確認されたようなコ

アは認められず、１例（荒小路1559）のみコアと呼

ぶことが可能な別物体が体内の中央に認められた。

このような分析結果から、動物形土製品の内部構造

は地域や遺跡によって違いがある可能性が浮上し

た。一方で、意識的に尻からの穿孔が認められる等

の共通点も確認できた。尻穴については、前報で依

代としての機能を強化することを目的として施さ

れたと推定している。すなわち、尻穴は魂や精霊の

通り道であり、依代への出入を容易にする機能を有

したと推定される。また、口から尻への穴が貫通す

る場合と、貫通しない場合がある。穴が無い場合も

あり、宮城県沼津貝塚においても各種が共存してい

た。このような各種の穿孔の違いが動物形土製品の

具体的な機能の相違を反映していた可能性がある。

さらにこうした共通点の広がりは、当時の動物儀礼

や観念の地域圏を反映している可能性が高く、より

広域の比較や通時的な比較が期待される。
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